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＝おうちの方へ＝ 

インフルエンザ・麻しん（はしか）の流行に注意してください 

 

 

 

 

麻しん（はしか）の流行及びまん延防止について      （岡崎市保健所ＨＰより） 

 市内小学校において麻しんの集団発生があり、平成 22 年 12 月 22 日現在、7 名の児童の感染が確

認されています。今後、麻しんの流行が広がっていくことも懸念されることから、麻しんに対す

る注意事項についてお知らせします。 

麻しんの症状等 

 麻しんは麻しんウイルスによって人から人に感染する病気です。麻しんウイルスの感染経路は、

空気感染、飛沫感染、接触感染で、その感染力は非常に強いと言われており、免疫を持っていな

い人が感染するとほぼ発症してしまいます。感染してから約 10日後に発熱や咳、鼻水といった

風邪のような症状が現れます。2～3日熱が続いた後、39℃以上の高熱と発疹が出現します。肺炎、

中耳炎を合併しやすく、患者 1000人に 1人の割合で脳炎が発症すると言われています。 

予防対策 

 予防接種が有効です。麻しんに感染したことがなく未接種の方は、予防接種を是非受けましょ

う。市では定期の予防接種（無料、１歳時（満１歳～満２歳）と小学校就学前（１年間）の２回）

を実施しています。それ以外の方は自費による予防接種が可能です。なお、中学１年生と高校３

年生に相当する年齢の方は、平成 24 年度まで無料の予防接種ができます。 

麻しんの症状が現れたときには 

 学校や仕事を休み、外出を控え、早めに医療機関を受診しましょう。その際、麻しん患者との

接触状況や現在の症状から、麻しんの可能性があると思われる場合には、受診前に必ず医療機関

にその旨を連絡してから受診してください。 

今週に入り市内では、インフルエンザ様疾患による集団感染が報告され、学級閉鎖を

している学校もあるようです。また、麻しんの初期症状が、せき、鼻水、目が赤くなる、

体がだるいなど風邪症状に大変似ているため、麻しんの流行も心配されています。 

体調が悪い時は、無理をしないで早めに病院に行くようにしてください。 


